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ー

テ
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條
件
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決
定
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可
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¥
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を

^

的
感
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り

«

羯
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て
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^
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a
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滿
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/
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。
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。
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全
ょ
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®
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t
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植
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す
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^
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嬅
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依

®
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力
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さ
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収
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な
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.
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。
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燕
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.
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を
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思
想
の
斜
學
的
若
し
く
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純
正
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活
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は
M
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に
價
値
ぁ

-
る
も
の
な
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際
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動
若
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は
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现
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幸
赚

に
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ト
て
第
ニ
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双
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之
な
ら
ず
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熟
及
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幸
福
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1
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な
纟
ノ
小
兒
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未
だ
何

^

完
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な
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力
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及
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妨
害
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な
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動
ょ
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勢
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之
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兮
な
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界
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ず
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ら
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な
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。
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又
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又
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結
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ょ
り
て
示
さ
る

.
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。
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躺
訛
ア
セ
ス
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ー
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ズの貨
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號四
ニ

«

&

ぅ
多
く
の

.
商
取
引
存
せ
ざ
る
可
し
。

;.
'
;然
れ
ど
も
物
々
交
換
の
下
に

.在
b

て
は
'

定
の

^
 

那
に
於
け
る
交
易
當

'

_
者
の

.具
體
的
所
；嬰
は
典

^̂ 

る
こ
ど
稀
な

.
る
可
き
を

.以
て
、公 

正
な

.
る

变

爲

は

實

，際±

不
可
能
ビ
爲
る
。
是
に
於
て
乎
、

«

幣
'は

|
1

婴
に
代
る

 

一̂]
き

も

の

ヾ

し

し

て
誘
入
せ
ら
る
0
貨
幣
は
へ
凡
ゆ
る
物
を
し
て

J：
b

較
量
定
し
得
可
き

{
6
H
}
も

の
た
ら
し
め
、惯

•.
•
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.
' 

‘ 

^

値

の

尺

.
度8;
§

§

总
S

,

填

)

を
.供
給
す
る
に
曲

t

て
著
し
く
交

-
»
を
容
為
な
ら
し
む
る
も
、
 

而
も
其
の
性

0

を
變
化
せ
し
む
る
こ
ビ
な
し
。
貨
幣
が

0
,
0
に
代
る
は
自

「

然
に
由
れ
る
に
非 

ず
し
て
、法

#

(

I

)

に〉

由
b

て
然
る
も
の
に
し
て
、又
た
之
れ
を
變
匕
、之
れ
を
無
用
な
ら
し
む
る 

は
吾
人
自
身
の
力
，，に
#

す
る
が
故

に
、を
は

e
^
^
p (

貨
幣

)

の
.名
稱
を

^

す
る
な
り
。
斯
く
て
貨 

幣
：は
契

'
合
に

^

れ
る
雷
製
の
交
換
的
代

.̂
0
\
h
T
b
l
a
:
?
p 

T
-
o
c yt
秀

§

a

6

n

.)

な
K

y
乙
定
義 

せ
ら
れ
た
り
。

(
E
t
b
'
N
i
c
'

 

v
;
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'
-

.

貨
幣
は
又
た
將
來
の
交
易
に
對
す
る
保
證

(

々
n

a

た
る
を
得
る

4

,
の
な

&

o

貨
幣
を
»
す 

«

は
必
然
其
の

J5L
1

求
す
る
所
の
も
の
を
取
得
す
可
き
も
の
な
れ
ば
な
り
。
貨
幣
も
亦

/
a

他
の 

:
货
^

と

等

：し

く

價

値

：
の.變

、動

：を

；免

れ

ざ

：れ

ど

も

、
而

も

•そ
ば
彼
れ
等
に
比
し
て
確

.
固
た
る
な

t

 

斯
く
七
貨
幣
は
：凡

^

る
物
の
尺
：度
ビ
じ
て
之
れ
を
比
較
錄
定
し
得
可
き
も
の
た
ら
し
む
る
に

由

::
?

>
て
之
れ
を

.等
一
化
す
る
な
办
。
何

.と
な
れ
ば
、交
換
な
け
れ
ぱ
商
取
引
な
く
、等
一
な
く
ん 

•
は
交
換
な
く
、又
た
比
較
簞
足
せ
ら
る
、
の

.
可
能
性
な
く
ん
ば
等
一
存
：す
る
己

ビ

能
は
ざ
れ
ば 

な

二
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每

|

ヌ
6

|

是
县

i
b
i
d
.

 1
.
1
0
)
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. 

r

ジ
ス
ト
ー
一
グ
タ
ー
ズ
は
又
た
比
例
的
報
償 

f

l

u

 

i

l

f

)

に
由
れ
て
政
治
的
社
會

.は
結
合
せ
ら
る
、
も
の
ど
觀
た

6

。
f

a

.で

.
0 

I

 

I

は
後
年
、此
の

.
大
思
想
家
す

‘

交
換
：せ
ら
れ
た
る
物
が
荷
す
る
の
觀
ぁ
る
通
有
的
惡 

素
：及
：び

'
交
為
が
一
見
彼
れ
等
を
し
て
等
一
の
價
値
た
ら
し
む
る
が
如
き
事
實
.に
由
ぅ
て
迷
は 

さ
：：れ

た

：る:の
事
實

P

 

吾
人
は
'
言
ふ
、五
個
の

»

床
は
，
一
個
の
家
屋
ど
®
等 

し
^

. 
0

 ̂

B. 

く
4

计
の
傾

#*

が
家
屋
に
依
ら
て
表
明
せ

&

る
S

を
許
す
等

J

な
る
或

.る
物
、
 

共
通
な
る
實
體
は
何
ぞ
。
輿
に

.舨
く
の
：如
き
も
の
は
稃
在
し
得
ず

(

ふ
\

|

,

^

'を
泛
|'
1
 

ビ
ァ

y

ス
ト
丨
テ
ジ
！
ズ
は
言
ふ
。
ヘ
然
ら
ば
何
が
故
に
存
在
し
得
ざ
る
か
。
.
寢
床
ビ
對
比
し 

て
•
家
屋
は
そ

n
が

寢

床

；及
：び

家®

の
兩
者
に
於
て
事
實
等
一
な
る
も
の
を
代
表
す
る
限
り
に
_
、
 

て
_

|

«

‘る
或
る
物
を

^

表
す
。
k

し
て
ぞ
は
人

.間
の
.
勞
働
な
ぅ

」

ビ
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.
 

J. 

3
.
)
°
.

:

ノ
章
し
：ア
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リ

：ス

ト

ー

一

グ

ジ

ー

ズ

の

交

換

並

び

，に

办

疋

な

る

ff
l

格

に
_

す

る

理

論

は

其

のS

 

論
の
猶
用
と
し
て
：表
明
せ

.ら
れ
た
る
も

Q

な
り
。:
而
し
て
彼
れ
の
正
義
論
は
實
に
中
世
を
通
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十
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じ
て
永
く

.
自
然

•法
の
-
:基
礎
ど
爲
れ
る
も
の
な
匕
彼
れ

.
は
.報
償
：と：責

0

置
き

T

と

c
l-
a)

と
の 

Jn
®

な
る

^

赋
を
r

M

x
J;
i

の
け

^

と
做
せ
ひ
。
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し
て

&

れ
は

^

.
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w

JI
'
II

の
一
勒
ビ
し
て 

X

た
特
殊
の
公
疋
を
減
观
：ぜ

$

。:.
/

.
を
は
-
法

が
： .

刺
得

'
の
爲
め
に
破
毀
せ
ら

.れ
た
る
時
、俊
犯
せ
ら 

.
る
可

§
.

も
の
な
り

?

a

«

 ̂

^

-前
し
セ
撤
れ
は
公
法
及
び

.
私
法
に
關
：し
て
又
た
之
れ
を
分

配

上
の

^

l
.̂
^

t

M

«

i

®:i
l;

.上
の

(

r

^

^

r

l

)

;t
]:
.義
と
に

-K
別
せ
 

K

v

o

B一
 

の
も
の
は
受
‘領

:
.

.

.
, 
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-
••
;
.

.
0
の
憤
値
又
は
效

_

(

§

%

ft
/
$ 

I)

に
從
つ
て
國
家
の
人

'員

の

問
に
分

«

せ
ら
る
可

&

名
#
、
 

.豕

■益
.及
....
び
.31
の
.
.他
.

0
も

の
.、，分

:pi
r

に 
_
,關
づ
：る

.も

.の

//
„
0
\
0

.
»
.

く
.
の
：
，̂(
,き
，分

S
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II
1
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-

の
.
.
«
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- 

.
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. 

.

が
家
柄
、當
又
た

S

A

の
舉
識

f
f
i能
に
$
く
や
に
從
つ
て
如
同
じ
か
ら

t

配
分
は
觉
に

«

1

な

る

標

準

，に

依

'っ

七

決

定

せ

：ら

る

.可
く
、t

は

0

般
の

@

準
に
從
つ
て
過
少
-我
し
く
は
過
多 

る
.を
，許

す

可

き

.に

#

f

i
雖
も
，即
も

h[
般

.0
:德
雜
其
の
潜
が
倾
た
：る
や
は
各
-國
家
の
飢
織 

に
：
_

る
0

第
一
一
の
一
も
の
ば
任
意
的
契
約
f
ぐa

l
y
h
i
a
.

ぎ

象

^
に
際
し
て
は
興

の

雨
常
學
潘
に 

■對
：し
卞
利

#

及
.び
损
失
，の

^

衡
を
維
持
し
、而
.し
て
非
任
意
的
な
る
法
雜
的
手
績
に
於
て
は
犯 

罪
ビ
爾
罰
と
の
平
衡
を
維
持
し
，總

.べ

.て
；半
等
の
破
毀
を

®

正
す
る
に
在

'!
)
。

を
は
偶
人
の
愤 

做
に
對
じ
セ
何
等
の
威

1:
を
行
ふ
こ
ど
な
し
。

;:
而
、し
て
ア
リ
ス
ト

1

グ
リ
丨
ズ
は
第

4

の
も

|
I
I

\

I；

■L

の
に
，擎

し

'(
:

は
魏
何
双

r

的
此
例
の

®

則
、第
ニ
の
も
の
、に
對

.し
て
は
算
術
的
比
例

CO
M

則
適
川 

.せ
ら
る
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> も

の

ど

主

張

せ

り

、
。
：
；

^

,
は
平

_

を
.邋
味
す
。

平
等
ぢ

)1
不

M
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I
1の
中
席
な

>
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r

く 

.
ィ
么

正

は
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a
る

な

り

。

，

し

て

热

正

上

の

正
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は

损
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:
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ビ
利
#
ビ
の
間 

り
。
此
の

®

則
の
海
け
ネ
權
化

“は
利
事

a

t

遮
莫

"

®得
.ビ
运
ふ
が

.如
へU

名
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は 

的
交
換
，

('
*
-發
し

^

る
も
の
に
し
て
域

^
、典
の
他
、法
が
保

ii
を

0
ふ
可
き
凡
ゆ
る
収 

或
る

#

が

S

已
の
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の
：
a

土
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%

す
る
は
利
得
に
し
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本
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た
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ょ
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す
る

*
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*
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3

斯

く

て

正
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は

詻

他

の

.
徳

.
ど

如

揭

る

o

即

ち

他

の

鳞

は

、
例

へ

ば

與

氣

が

句

不

見
 

の

' 

W
の

.

^
胤

な

る

が
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ぐ

、
兩

極

端

の
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l

R於
け

る

中

庸

の

氣

«

な

る

も

-
正

_

は
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M
 

R

^

け

る

4

痛

に

非

す

し

て

、

;i t
の

»

象

*

る

物
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.

ッ
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は

過

多

及

び

過

少
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^

な

.
^

而
し
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兩
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端
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打
す

(
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。
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F
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i
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、任
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r
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依
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i
t
h
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學
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亦
た

^

人
の

^
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た
る

」

を
.

§
む
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翁
に

*

典
學
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學
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.
方
法
、目
的
及
び
實
際
上
：の
結
論

R

對
し

て
反
對
の
：地
位

に
泣

た

ざ
る
を
得
ざ

な
き
。

彼
れ

の
 

意
：見
.
を

以

，て

す

れ

ば

、古.典

摔

の

學

：:*
に
取
り
て
は
經
濟
學
は

「

當
の
科
學

」

な
り
、ァ
夕
ス
ト
ー
タ

リ：丨
ズ
の
謂
ゆ
る

|货

«

論(chr

かmatistique)

な
り
、然
れ
ど
も
斯
學
眞
個
の
對
象
は

A

S

Hsf
し
く
は

"
'. 

. 

.

.

:
' 

:.
.
.

少
く

^

,
も
其
の
物

®

的
茨
雒
な
ら
ざ
る

.可
ら
ず
。
單
獨
に
富
を
祀
料
し
て
、入

tI
4r'
を
忘
却
す
る 

は
.正
に
出
發
點
を
誤
：る
も
の

.

.
C

ば
ざ
る
を
信
す

6

而
し
て

「

總
括
的
な
る
富
の
蓄
«
は
國
家

の
'目
的
に
讲
中

_し
：て
、

1̂
の
市
民

.の

«

ベ
て
，が
.其
の
富
の
表
示
す
る
生
海
の
快
樂
に
參
加
す
る

.

.

.

. 

:.
;-:
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

,

に
枉

-
0

」

と
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d
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a
v
e
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写
斯
く
し
て
彼
れ
は
經
濟
學
の

s

る
目
的
た

る
可
さ
も
の
は
觀
に
抽
象
的
な
る
富
の
生
產
に
非
ず
し
て
、寧
-ろ
其
の
公
平
な
力
分
配
に
存
す

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

-
.
• 

.
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.

.

る
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#

せ
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. 
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.
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.
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而
し
て
、中
翁

^'
以
て
最
良
な

^V

ビ
做
せ
る
ア
ツ
ス
ト

I

テ
ジ

1

ズ
は
、所
有
に
關
し
て
す
ら

•
 

-
 

.

寧
：ろ
中

II
I
]'
の
狀
態
を

0

ぶ
可
き
も

‘の

^

觀
た

h
。

即
ち
斯
く

 Q

如

き

狀

態

は

理

性

に

從

ふ

の

\

■:——

.
- 

-
.I
'

;

-. 

' 

.

傾

In
J
最
も
多
さ
も
の
：な
り
。

:'
.

«
る

礙

美

な

-̂
>

«
颇
る
强
健
な
る
者
、

®

る
高
貴
な
る

#

若

し

、
く

, 

..

. 

. 

:
■ 

.

.

.:

はg

る

富

帘
な

‘

^

、又
，た
は
之
：れ
に
反
し
て

®

る
貧
窮
な

.
る
.者

®!
.る

臌
弱
な
-
る
港
荐
し
く
は

|

«

頗
♦
卑
賤
な

る

者

は

之

れ

「

に

；
從

ふ

乙

と

困
_

な
_

。
.
第

一

の

階

鈒

は

著
し
く
 

f

f

l
暴 

.慢
且
づ
不
信

R

し
て
、他
は

橫

逍
且
つ
卑
屈

S

爲
る
、而
し
て
.暴

慢
ど
：卑

屈

ビ

の

必

然

的

.結
果
た 

る
幾

'|
5

の
-
不
芷
は
彼
れ
等
を
し
て
等
し
、

く

一
 

族
の
首

-K
若
し
く
は
會
議
の

_

長

f

f
)

た 

石
に
不
適
當
た
ら
し
め
、

又
た
是
れ
等
の
も
の
は
共
に

.國
家
に

取
今
て
贫
害
た
ゲ
な
公
。

富
者 

及

び

の
他

.の

*

时
谓
乳
と
共
に

■

立
を
，吸
飮

し

、長
す
：る

.に
及

.ん

.で
、
命
令
に
服
従
す

る
.こ

€ 

を
如
ら
ず
又
た
服
#

せ
ん
と
す

る
の

意
：志

な

し

。::
:
:之

れ
に
反
し
て
貧
潘

は

興

過

度

の
婼
追
に 

由
ぅ
て 

' 1

切
せ

- S
位

，
：
を

喪

ふ

な

ゎ

.
。

;'
:

一
 

は

：
支

'
配す
る
の

資

格

な
ぐ
し

て

、
唯

だ

奴

隸
の
如
く
服 

從
す

る

.に
反

し

他
は
免
何
な
る

'^
配

に
I
も
服
從
す
る
を
知
ら
ず
し
て
、喷
だ
暴
君
の
如
く
命
，か 

す
“

-̂

く

て

对

市

は

，主'
^
ビ
：奴
隸
ビ
の
集
合
に
過
ぎ
ず
し

-て
、毫
も
自

_

民
.
の
#

在
^
見
ざ
る 

k

身
る
。

一
は
惜
惡
し
、他

p

一
侮
0

す

、社
會
の
精
神
た
る
友
情
て
互
患

ビ

は
.
那
邊
.に
之
れ
を
見 

t

す

i 

ロ
^

人
は
途
上
に
於
て
す
ら
其
の
敵
ビ
聯
合
す
る
ご
ど
な
し

。

(
P
O
L

 

I
V
.

 

x
i
.
o

ァ
ジ
ス
ト
丨
タ
リ

!

ズ
-
:は；
.軍
&

に
；語
を

.
續
：け
て
日
く
、斯
く
て
中
層

.階
級
' 

の
®

礎
の
上
に

®
 

完
全
な
る
政
治

®:

會
は
存
せ
次
る
可
ら
す
。；而
し
て
斯
く
の
如
き
階
級
が
多
數
に
し
て
他
の 

ニ 
0

級
の
結
合
せ

「

る
も
‘の

^
.

し
く
は
少
く

 

S
 

4
典
の
分
立
せ
る
も
の
に

»

し
て
優

1

せ
6

ビ

. 

せ
は
其
の
和
市

-«

必
然
最
も

&

べ
統
治
せ
ら
る
、
を
得
可
し
。

自
己
を
一
方
に
投
中
石
に
由

第
*

r

五
卷
V
 (

.四
七
|
し
：
，
.論

說

.
ァ
リ
ス
.ト
ー
テ
9

丨
ズ
の
货
破
論
 

笫

ー

號

M
3
U



ー：
；
”
：
'
:
:
^
:
.
,

::
;
::'
.
-
”
^
^
.
.
^

^'
.-
.
'
;
!^
^
 ̂

, 

.
v
^
^
i
i 

I
 

.
:
: 

1

、
？
-
?
.

丨
：
-

[
h
[
_

_

_

_1
1
^
. 

■ 

J
v 

.

.

. 

L

—

i

i
l 

.

. 

.

.

.

.

..

.

.

.I ;
, 

—

.

.

.

'
'第

怨

',
>(

：四
八
：)

.

.論

說

T

M
ス
ト
I

テ
3

丨
ズ
の
货
M

論
. 

第

一

號

四

八
 

&

て
外

J

を
確
保

.
し
>
勢
力
.の
偏
宽
を
抑
制
す
る
も
の
は
此
の

K

a

な
り
。

従
つ
て
.適
度
に
し 

セ
合

{
且
な
'る
所
^

を

响

.す

る
は

11
1

K
の
极
大
な
る
幸
驗
な
り
。
統
治
に

し

て
有
す
る
こ

,
r>
多 

き
に
過
ぐ
る
者
、

®

し
く
は
釘
す
る
こ

‘
ビ
少
き
に
過
ぐ
る
漭

0

手
中
に
亦
せ
ん
か
、そ
は

0 
.
0
な 

る
！！

民
_政
：治

^

爲
る
か
、然

.
ら
ざ
れ
ば
鄭

M

的

露
政
治

V」

化
す
る
な
る

.
可
し
。

M

し
て
激
烈 

な
♦

民
主
政
治
及
び
促
做

^

る
鉍
颁
齔
治
は
直
ち
に
偕
主

&

治
に
漭
く
な
り
。
而
も
其
の

)li
t
：
 

會
：の
人
員
が
殆
ん
ど

s
 

R
平
等
な
る
場
合
：

_{!
斯 
<
 
の
，f

處
れ

遙

か
に

0
れ
な
り
。
中

M

階 

.級の
一
み

0 
b
,
暴
®

の
挺
れ
な

I
、此
の

®

級
の
多
數
な
る

所

に
吣

て
は
社

t

を
榄
亂

1

可
き
躁 

暴
及
.び
叛
亂
を
隹
ず
る
乙
と
稀
な
り

0.

Tf
u
/し
て

：
！

：
'

j

の
理
山
に
基
き
て
廣
太
な
る

li

!
家
は
人 

民
の
蜂
起
を
見
る
こ
と
最
も
少
し

C

'
即：：ち

彼
-れ
f

に
在
り
て
は
中
層
階
級
颇
る
多
數
な
る
が 

故
な
ぅ
。

然
れ
：ど
も
小
市

:
は
：錄

々

;:
:
:
.個
の
：_
德
 

即
ち
此
處
し
は
屮
府
階
級 

を
殘
す

乙
と
少
く
し
て
、

ー
半
は
富

^

起
他
は

0

窮
な
.る
を
以

て
な

5
.̂

a:」

。
 

v

»

く
て
古
き

「

家
計
術

」

と
0

し
：
&

-
營
：̂

:
#
,
1
と
を

-1
|

^
j

せ
し
め

^

る
ア
リ

.
ス
ト

—

7'

リー

ズ
は
、
 

.卿

が
；：

て
又

ガ

世
界
の
蟹
と

■

*

1

1

.
に
f

.
る
軋
S

 

S

I

め
ん
ビ
せ
匕 

‘紀
元
.前

第
四

紀
の
大
思
想
家
の
猫
は
宛
も
咋

1|
;

に
於

,

5
せ
ら
れ

た

6

が
如
く
に

®

人
‘の
V

R

W
く
な
う
。
 

: 

. 

:
_ 

.

(
一

九ニ〇平

-H
j>J
t
H
=
^

)

ロ
ォ
ド
べ
ぞ
ト
ス

®

\ 

. 

: 

:
: 

. 

.

.

. ' 
,
 

I
 

.

.

.

.

. 

. 

•

:;
. 

' .
.
;
.
.
.

■-
-
.

 

...V 

: - 

.

.

.

. 

、
，
.
. 

.

. 

■ 

> 

• 

• 

, 

.
: 

-

■

:

-

,

.

.

.

.

.

.

.

. 

人

.1.1卜

.

.

.

.

.
i 

1
.

:

.

.

-

.

. 

- 

. 

■ 

• 

- 

■ 

< 

■ 
•

—

!
:
: \ 

. 

. 

: 

V

 

. 

小

’:

泉

信

三

、

ハ

- 

* 

- 
,

:.
■,
‘

：

.
：

.
 

.
 

-K 

.
 

.
 

.
 

•_ 

一 

.

'
:ノ

.'
;
'
'
:
'
: 

:

(

r

■'
'

, 

•

'

,

,

;

、

‘

 

：

述

、
ロ
、
け

- -
 ̂

 ̂

 ̂

0 

«
 

f
t 

^
 

M

r
 

 ̂

0 
^

0

.

0

i 

0

^

 

!
號
|

。
今
本
|

|

義

_

_

萎

本

論

」

中
：2

於
け
る
彼
れ
.の

一恐
•

及
.

|

本
學
說
で

I

此
，書
は

|

.

,

 

後
ツ
年
に
丨
て
、
一
八
八
四
：年

A
.

 

の
委
托
を

熒

け

左
H
b-
s

l

例
t

k

の
率
で
列

,

1

&

れ
■

の
3

ぶ

 

I
I

V
6

n

 Dr. 

Carl

p
a

g
e

t
l

l
l

l

 

<
g 

1

,

1

5

1

,
 

s

 

今

雪

の

示
.す 

f

 

l

.

f

 

?


